
Ⅲ 平成２８年度 埼玉県がん教育授業研究会 １ 鴻巣市立鴻巣南小学校 

 
文部科学省委託事業「がんの教育総合支援事業」 

平成２８年度埼玉県「がん教育」授業研究会(小学校)実施要項 

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  平成２８年１１月２９日（火） 
 
４ 会  場  鴻巣市立鴻巣南小学校  鴻巣市本町８丁目７−２３  
        ＊駐車場がありません。公共交通機関で来校願います。 

       （ＪＲ高崎線 「鴻巣駅東口」より徒歩１０分） 

 
５ 参加者対象  小学校教職員及び指導主事 
       
６ 日  程 
（１）受  付 １３時００分～        （ 体育館 ） 
（２）全 体 会 １３時２０分～１３時４０分  （ 体育館 ） 
（３）公開授業 １３時５０分～１４時３５分  （ 体育館 ） 
（４）研究協議 １５時００分～１６時３０分  （ 体育館 ） 
 
７ 公開授業 

学年 授業者 題  材 

６年 堀 祐介 教諭 
特別活動（保健指導） 
「共に生きる命」 
  カ 心身ともに健康で安全な生活態度の育成 

 
８ 指導者及び役員 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  主席指導主事   石川 泰成 
  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  指 導 主 事   武田 直美 
  埼 玉 県 教 育 局 南 部 教 育 事 務 所  指 導 主 事   小野  毅 
  鴻巣市教育委員会学校教育部学校支援課  指 導 主 事   杉山 賢次 

埼玉県がん教育授業検討委員会委員 
    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准   教   授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      准   教   授   儀賀 理暁 
  行 田 市 立 中 央 小 学 校      主 幹 教 諭   馬場久美子 
  久 喜 市 立 菖 蒲 中 学 校      養 護 教 諭   永島 志乃 
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第６学年３組 学級活動（保健指導）指導案 
平成２８年１１月２９日（火）第５校時 体育館 
児童数   男子１６名 女子１４名 計３０名 
指導者            堀 祐介（担任） 
ゲストティーチャー      白浜 若菜 

（キャンサー・ソリューションズ株式会社） 
 

 
１ 題材 「共に生きる命」（第６学年 カ 心身ともに健康で安全な生活態度の育成） 
 
２ 児童の実態と題材設定の理由 
（１）児童の実態 
  本学級の児童は、明るく、積極的に学習に取り組む児童が多い。また、体育科の保健領域へ

の関心も高く、自分の生活と関連付けながら意欲的に学習することのできる児童が多い。 
話合い活動については、小グループでは多くの児童が進んで自分の意見を言えるが、学級全

体の場では自分の意見を進んで話すことに消極的な児童も見られる。 
児童はこれまでに第６学年の体育科の保健領域において、正しい生活習慣を身に付けること

の大切さ、喫煙、飲酒、薬物乱用による健康への害について学んできている。その中でがんに

ついても基礎的な内容は学んできている。 
事前アンケートの結果は以下のようになっている。（平成２８年８月３１日実施 ３０名） 

 
１「がん」という病名を聞いたことはありますか。   
 
 

 
 

２「がん」という病気について、知っていること、感じていることがあれば書いてください。 
   
 
 
 
 
 
３ 日本の死亡原因で多いと思う順に番号を書きましょう。 

   （  ）心臓の病気   （    ）脳の病気   （    ）がん 
【がんの順位】 

 
２位・・ ５人 
３位・・ ２人 

・こわい ・重い病気 ・死ぬ確率が高い（死んでしまう） ・命を奪う 
・いろいろな種類がある ・再発することがある 
・治るものと治らないものがある ・たばこを吸っているとなりやすい 
・生活習慣が関わっている ・入院する 

はい ３０人 いいえ ０人

１位 ２３人 ２位 ５人 ３位 ２人
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４ 日本人のどのくらいの割合の人が「がん」になっていると思いますか。    
【男性】   

割合（％） ２０ ３０ ４０ ５０ ６０ ７０ ８０ 

人数（人） ２ ９ ６ １ １０ ２ ０ 

【女性】 
割合（％） ２５ ３５ ４５ ５５ ６５ ７５ ８５ 

人数（人） ３ ８ ６ ５ ６ １ １ 

・・・実際の数値 
５ 自分の身近な人でがんになった人はいますか。  
 
 

 
 ６ がんに対する児童の知識について 

 
７ がんに対する児童の意識について 
 質問 そう思う どちらか

といえば

そう思う 

どちらか

といえば

そう思わ

ない 

そう 
思わない

①  自分はがんにならないと思う。 ６ ７ ９ ８ 
②  将来、たばこは吸わないでいようと思う。 ２９ １ ０ ０ 

③  日頃から、バランスの良い食事や適度に運動を行

うなど健康な体づくりに取り組もうと思う。 
１９ １１ ０ ０ 

④  がん検診を受けられる年齢になったら、検診を受

けようと思う。 
２５ ４ ０ １ 

⑤  がんの治療法はいくつかあるが、医師が決めるも

のである。 
１１ ５ ９ ５ 

⑥  がんになっても生活の質を高めることができる。 ７ ９ ８ ６ 
⑦  がんになっている人も過ごしやすい世の中にし ２６ ４ ０ ０ 

 質問 はい いいえ 

①  がんは誰もがかかる可能性がある。 ２６ ４ 
②  がんは進行すると、今まで通りの生活ができなくなったり、命を

失ったりすることがある。 
３０ ０ 

③  がんは日本人の死因の第２位である。 １２ １８ 
④  たばこを吸わないこと、バランスよく食事をすること、適度な運

動をすることなどによって、予防できるがんもある。 
２７ ３ 

⑤  早期発見すれば、がんは治りやすい。 ２８ ２ 
⑥  体の調子が良い場合は、定期的に検診を受けなくてもよい。 ３ ２７ 
⑦  がんの治療法には、手術治療しかない。 ５ ２５ 

⑧  がんの痛みはがまんするしかない。 ５ ２５ 

人０２えいい人０１いは
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たい。 
⑧  がんと健康について、身近な家族と語ることが大

切だと思う。 
１８ １０ ２ ０ 

⑨  家族や身近な人が健康であってほしいと思う。 ２８ １ １ ０ 

⑩  長生きをするために健康な体づくりに取り組も

うと思う。 
２８ １ １ ０ 

 
アンケートの結果から、がんに対して「怖い」「重い病気」「死」などの、漠然としたマイナ

スのイメージをもっている児童が多いことがわかる。また、がんになっている人の割合が実際

の割合よりも少なく感じている児童がおよそ半数いること、自分はがんにならないと思ってい

る児童も半数近くいることより、がんは身近な病気ではなく、自分の生活とは関係のない話と

して捉えている児童も少なくないことがわかる。身近な人ががんになった経験のある児童は学

級に１０名在籍している。 
 
（２）題材設定の理由 
  がんは１９８１年より日本人の死因の第１位で、現在では年間３６万人以上の国民ががんに

よって亡くなっている。また、生涯でがんにかかる可能性は年々増加しており、今日において

は、日本人の２人に１人はがんになり、３人に１人はがんで亡くなると言われている。このこ

とより、がんはわが国の国民における健康及び生命にとって重要な課題であり、健康に関する

国民の基礎的教養として身に付けておくべきものとなりつつある。 
  わが国では、がん対策基本法の下、がん対策推進基本計画が策定された。その中で、「健康に

ついて子どもの頃から教育することが重要であり、学校でも健康の保持増進と疾病の予防とい

った観点から、がんの予防も含めた健康教育に取り組んでいる。しかし、がんそのものやがん

患者に対する理解を深める教育は不十分であると指摘されている。」といった現状や、「子ども

に対しては、健康と命の大切さについて学び、自らの健康を適切に管理し、がんに対する正し

い知識とがん患者に対する正しい認識をもつよう教育することを目指す」といった目標も示さ

れている。 
このようなことから、学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対する関心を

もち、がんを正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるようになると考えた。そし

て、がんを特別に扱うのではなく、がんを扱うことを通して、他の様々な病気の予防や望まし

い生活習慣の確立を含めた健康教育の充実を図る上でも意義のある内容であると捉え、本題材

を設定した。 
指導にあたっては、本単元を通して、児童に「がんについて正しく理解することができる」

「健康と命の大切さについて主体的に考えることができる」という２点について身に付けさせ

ていきたい。しかし、がんに対する科学的根拠に基づいた理解については中学校・高等学校で

専門的に扱うのが望ましいことより、小学校段階では、がんに対する知識、原因、予防、早期

発見、治療等についての基礎的な内容に絞って学習し、主に「がん患者の生活の質」「がん患者

への理解と共生」に視点を当て、健康と命の大切さについて主体的に考えることを中心に扱っ

ていく。また、家族にがん患者がいる児童や身近な人をがんで亡くしている児童がクラス内に
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いることより、そのような児童へ配慮して慎重に指導を行っていく。 
 
３ 指導のねらい 
 ・がんを予防するために自分にできることや、身近な人ががんになった時に自分にできること

を具体的に考えることができるようにする。                   
・がんそのものやがん患者に対する正しい知識を持つことができるようにする。   

 
４ 評価規準 

集団活動や生活への 
関心・意欲・態度 

集団の一員としての 
思考・判断・実践 

集団活動や生活についての

知識・理解 
身近な人ががんになった時

に自分にできることを主体的

に考え、よりよい共生に取り

組もうとしている。 

自身の健康のためにでき

ること、身近な人ががんにな

った時に自分にできること

を考え、判断し、実践してい

る。 

がんそのものに対する知

識やがんを予防するための

正しい方法を理解している。

 

 
５ 事前の指導 

日付 主な活動 ・指導上の留意点 ☆評価の観点 
６月 ・体育科（保健領域）４時間扱い

  正しい生活習慣を身に付ける

ことの大切さ、喫煙、飲酒、薬

物乱用による健康への害につい

て学習する。 

・がんが死亡原因の１

位であることを押さ

える。 

☆がんの予防には

生活習慣が関係

していることが

わかる。 

９月上旬 ・アンケート調査 ・結果を分析・集計し、

一人一人の実態・学

級の傾向を把握す

る。 

 

１１／２２

（火） 
・第１時実施 

がんに対する知識、原因、予

防、早期発見等についての基礎

的な内容を学習する。 

・がんに対する知識と

がん予防の方法につ

いて正しく理解させ

る。 

☆がん予防の方法

について理解す

る こ と が で き

る。 
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６ 第１時の学習と指導 
                 平成２８年１１月２２日（火）第５校時 
                 指導者     堀  祐介（担任）  

岩崎 里恵（養護教諭） 
（１）ねらい 

がんそのものに対する知識やがんを予防するための正しい方法を理解している。   
（２）展開 

時

間 
学習活動 ・指導上の留意点  ☆評価 教材・資

料 
10
分 
 
 

 
 
 
 
 

２

分 
 
 

15
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５

分 
 
 
 
 

１ がんにかかる人の割合のグラフ

を見て、自分が大腸がんになった

ときの気持ちやイメージをグル

ープで出し合う。 
<予想される反応> 
・怖い ・死んでしまう病気 
・治らない ・どうして私が？  
・遺伝 ・乳がん ・胃がん 
              

２ 本時のねらいを知る。 
 
 
 
３ がんの発生要因、疫学、予防、早

期発見・検診などについて養護教

諭の説明を聞く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時のまとめをする。 
 
 

 
 
 

・自分ががんになった時の気持ちを考えた

後、グループで意見を交流させることで

多様な考えに触れさせる。 
・発表ボードに記入し黒板に貼った後、班

ごとに発表させる。 
 
 
 
 
・がんを漠然と怖がるのではなく、正しく

理解する大切さを伝え、児童の学習への

意欲を高める。 
 
・グラフや、図などを使い、児童が視覚的

にも理解しやすいようにする。 
・がんの予防のためには正しい生活習慣が

大切であることを押さえた上で、どれだ

け予防してもがんになってしまうことも

あるということについても説明する。 
・早期発見のためにはがん検診が重要であ

るということを押さえる。 
 
 
 
・児童が理解しやすい文章で端的に本時の

まとめをする。 
・キーワードを穴埋めにし、児童に本時を

振り返らせる。 
・生活習慣の改善だけでは予防できないが

んもあることを押さえる。 

ホ ワ イ

ト ボ ー

ド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
パ ワ ー

ポ イ ン

ト 
 
 
 
 
 
 
 
 
模造紙 
 
 
 
 
 

がんについて正しく知ろう。

・がんとは（発生要因） 
・我が国の現状（死因・罹患率

など）※疫学 
・がんの種類（胃がん・大腸が

ん・肺がん・乳がん 等） 
・予防（生活習慣など） 
・早期発見（検診など） 
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（３）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

10
分 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

３

分 

 
 
 
 
 
 
５ 本時で学んだ知識を活用して、 

２０才の自分に向けてメッセー

ジを書く。 
<予想される反応> 
・がんは、誰にでも起こりうる病気

です。しかし早期発見すれば、治

る可能性もあります。定期的にが

ん検診を受けてください。 
・タバコやお酒は、がんの原因にな

ります。適度な運動やバランスの

よい食事を心がけるなど、生活習

慣を改善し、がんにならないよう

にしてください。   等 
 
６ 教師の話を聞く。 
  

 
 
 
 
 
 
・本時で学んだ「がんの知識」、「がんの予

防」に関することも含めて書けるよう、

机間指導する。 
・２０才の自分へメッセージを書く意味を

必要に応じて養護教諭から伝える。 
・数人に発表させ、学級全体で学習理解を

深める。 
☆がんそのものに対する知識やがんを予防

するための正しい方法を理解している。

【知識・理解】 
 
 
 
 
・がんを身近なこととして考え、正しく知

ることができた児童を称賛し、健康の大

切さについて押さえる。 

 
 
 
 
 
 
ワ ー ク

シート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・がんは日本人の死因第１位である。 
・がんとは、役割を果たせない異常な

細胞が体の中で際限なく増えてしま

う病気である。 
・がんは生活の改善で予防できること

もある。 
・がんは検診を受け、早期発見するこ

とで、治る病気になってきた。 
 

 

がんについて正しく知ろう 

 

○課                        まとめ 

 
 

 
自分ががんになったら 
 

 

がんになる人の割合 

   

 

・がんは日本人の死因第１位である。 
・がんとは、役割を果たせない異常な細胞が体の中で際限なく増えてしまう

病気である。 
・がんは生活の改善で予防できることもある。 
・がんは検診を受け、早期発見することで、治る病気になってきた。 

 

１ がんは、日本人の死因第１位である。 

２ がんは、体の中で役割を果たせない異

常な細胞が際限なく増えてしまう病気

である。 

３ がんは、生活習慣の改善で予防できる

こともある。 

４ がんは、検診を受けて早期発見するこ

とで、治る病気になってきた。 

  

がんについて正しく知ろう。 

–18–



７ 本時の学習と指導（２／２） 
（１）ねらい  

身近な人ががんになった時、自分にできることを主体的に考え、人の思いや命の大切さ

について考えることができる。 
（２）展開 
時

間 
学習活動 ・指導上の留意点  ☆評価 教材・資料

１

分 
 
 
 
４

分 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
３

分 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
５

分 

１ 前時の学習を振り返る。 
・がんの現状（２人に１人） 

  ・原因 ・予防  
・早期発見、検診 

 
２ 身近な人ががんになった時の

気持ちを考える。 
＜予想される児童の反応＞ 
・悲しい ・つらい ・落ち込む

・家事や仕事はどうなるのだろう

・早く治療して治ってほしい 
・自分にできることはないかな 

 
 
 
 
 
 
課題 
 
３ 身近な人ががんになった時に

自分にできることを考え、ワー

クシートに記入する。 
＜予想される児童の反応＞ 
・励ます。 
・普段と変わらずに接する。

・おもしろい話をする。 
・大変なことは手伝う。 

   ・時間を大切にする。 
   ・一緒にたくさん出かける。

 
４ グループで考えを伝え合う。 
 

・前時のまとめで使った模造紙を用いて、

第１時で学習した内容を想起させる。 
 
 
 
・自分の身近な人ががんになった時、どん

な気持ちになるかを想像させる。 
・どのように考えたらよいかわからない児

童には母親、父親など、家族の誰かを具 
体的にイメージさせる。 

・どのような気持ちになるかを数人に発表

させ、学級全体で押さえる。 
・全体的にマイナスイメージの気持ちが出

てくることが予想されるが、暗い気持ち

でいるだけでなく、自分にできることは

ないのかと考えさせることで本時の課題

につなげていく。 
 
 
 
・身近な人ががんになった時に自分にでき

ることを考えさせ、ワークシートに記入

させる。 
・何を書いていいのかわからない児童には

母親、父親など、家族の誰かを具体的に

イメージさせ、自分にできることはない

かを考えさせる。 
☆身近な人ががんになった時に自分にでき

ることを主体的に考えようとしている。

【関心・意欲・態度】 
 
・お互いの考えを否定せず、認め合いなが

ら話合いをさせ、多様な意見に触れさせ

前時のま

とめの模

造紙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシ

ート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホワイト

ボード 

身近な人ががんになった時、自分にできることを考えよう。
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10
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
５

分 
 
 

12
分 

 
 
 
 
５ がん経験者の白浜さんのお話

を聞く。 
   
 
 
 
 
 
 
 
６ 白浜さんに質問をする。 
 
 
 
７ グループで考えたことをまと

め、発表する。 
   

る。 
・どんな考えが出たかをグループごとにホ

ワイトボードに黒ペンで書かせる。 
 
・児童の実態に合わせて、わかりやすい言

葉遣いでがんになった時の気持ちや生活

の様子、周りの人との関わりについて話

をしてもらう。 
・自分たちのグループで出た考えを踏まえ

た上で、がんになった人の思いに触れさ

せ、自分たちにできることについて考え

ながら聞くという視点をもたせる。 
 
 
・自分たちのグループと異なった考えやさ

らに詳しく聞いてみたい所を質問させ

る。 
 
・白浜さんのお話を聞いて自分たちのグル

ープの考えを見直し、付け足したり、考

えが変わったりしたことなどをホワイト

ボードに赤ペンで書き込ませる。 
・自分たちの考えがどのように変わったの

か、どうして変えたのかを中心にグルー

プごとに発表させる。 
・まとめにつながるような言葉を意識して

取り上げるようにする。 
・児童の発表後に、発表を聞いての感想を

白浜さんに話してもらう時間を設け、さ

らに理解を深める。 
☆身近な人ががんになった時に自分にでき

ることを考え、判断している。【思考・判

断・実践】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ホワイト

ボード 
 
 
 

２

分 
 
 
 
 

８ グループ学習のまとめをする。

 
 
 
 
 

・身近な人ががんになった時のことを真剣

に考えられた児童やグループを称賛す

る。 
・児童の発表内容から共生に関わる内容を

取り上げ、がんだけにとらわれず、相手

の気持ちに寄り添って接すること、お互

 
 
 
 
 
 

・気持ちに寄りそう。 
・今を大切に生きる。 

・がんが見つかったきっかけ 
・がんとわかった時の気持ち 
・治療をしている時の生活の様子

・周りの人との関わり  
・してもらって嬉しかったこと 
・命について考えたこと 

など

・グループの考えのまとめ 
・話を聞いて、自分たちのグル

ープの考えと異なっていた所

・話を聞いて、自分たちの考え

が変わった所 
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３

分 
 

 
 
 
９ がんの学習をしての振り返り

をする。 
 

いの命を大切にすることについてまとめ

る。 
 
・がんについての学習を振り返らせ、学ん

だこと、感じたこと、自分にできること

を記入させる。 

 
 
 
ワークシ

ート 
 

 
（３）板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 事後指導 

・アンケートを実施し、児童の変容を分析する。 
   ・ワークシートを家庭に持ち帰り、健康や命の大切さについて家族と話をする機会を設け

る。【ワークシート】 

    

１ がんは、日本人の死因第１位である。 

２ がんは、体の中で役割を果たせない異常な

細胞が際限なく増えてしまう病気である。 

３ がんは、生活習慣の改善で予防できること

もある。 

４ がんは、検診を受けて早期発見すること

で、治る病気になってきた。 

 

             ○課  

気持ち         まとめ 
 
学習したこと 
 

身近な人ががんになった時、自分にできることを考えよう がんになる人の割合 

 

 

 

・ショック ・悲しい 
・頭が真っ白 
・これからどうしよう

  

 

白浜さんのお話を聞いて 

・気持ちに寄りそう。

・今を大切に生きる。

１ がんは、日本人の死因第１位である。 

２ がんは、体の中で役割を果たせない異常な

細胞が際限なく増えてしまう病気である。 

３ がんは、生活習慣の改善で予防できること

もある。 

４ がんは、検診を受けて早期発見することで、

治る病気になってきた。 
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Ⅲ 平成２８年度 埼玉県がん教育授業研究会 ２ 三郷市立早稲田中学校 

 
文部科学省委託事業「がんの教育総合支援事業」 

平成２８年度埼玉県「がん教育」授業研究会(中学校)実施要項 

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  平成２８年１１月１７日（木） 
 
４ 会  場  三郷市立早稲田中学校  三郷市 彦成５丁目５６  
        ＊駐車場がありません。公共交通機関で来校願います。 

      （ＪＲ武蔵野線 「新三郷駅」北口から徒歩１０分 ） 

 
５ 参加者対象  中学校教職員（保健体育科授業担当者、養護教諭等）及び指導主事 
       
６ 日  程 
（１）受  付 １３時００分～        （ 体育館 ） 
（２）全 体 会 １３時２０分～１３時４０分  （ 体育館 ） 
（３）公開授業 １３時５０分～１４時４０分  （ 体育館 ） 
（４）研究協議 １５時００分～１６時３０分  （ 体育館 ） 
 
７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

３年 菅野 恒典 教諭 
保健体育（保健分野） 
「（４）健康な生活と疾病の予防」 
   イ 生活行動・生活習慣と健康 

 
８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    課    長   加賀谷貴彦 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   武田 直美 

  三 郷 市 教 育 委 員 会 指 導 課    指 導 主 事   藤井 邦之 
 
埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准   教   授   七木田文彦 
  川 口 市 立 在 家 中 学 校      教       諭   佐野 秀行 
  久 喜 市 立 菖 蒲 中 学 校      養 護 教 諭   永島 志乃 
 

–28–



保健体育科（保健分野）学習指導案 
 
平成２８年１１月１７日（木） 第５校時 体育館 
第３学年４組     男子２０名  女子１７名 
指導者      （Ｔ１）教  諭 菅野 恒典 

（Ｔ２）養護教諭 古里 瞭果 
 

１ 単元名  「健康な生活と疾病の予防」 イ生活行動・生活習慣と健康 
 
２ 単元について 
   わが国では、「がん」が重要な健康課題となっている。このことから、「がん対策基本法」が施行

され、これに基づき「がん対策推進基本計画」が決定された。その中では、「がん患者を含む国民が、

がんを知り、がんと向き合い、がんに負けることのない社会」を目指すこととしている。これまで

学校では健康の保持増進と疾病の予防といった観点から、がんの予防も含めた健康教育に取り組ん

できたが、がんそのものやがん患者に対する理解を深める教育は不十分であった。 
   がんは身近な病気であるということを理解させ、がんの予防や早期発見・検診についての関心を

もたせ、正しい知識を身に付けさせた上で適切な対処ができるようになることを目指す。 
  「健康な生活と疾病の予防」（本単元）では、人間の健康は、主体と環境がかかわり合って成り立つ

こと、健康を保持増進し、疾病を予防するためには、それにかかわる要因に対する適切な対策があ

ることについて理解させなければならない。本単元のうち「イ 生活行動・生活習慣と健康」では、

健康と生活行動は深くかかわっており、食生活、運動、休養及び睡眠のそれぞれと健康との関係に

ついて理解させる。また、健康を保持増進するためには、調和のとれた生活を続けることが必要で

あること、不適切な生活習慣はやせや肥満、生活習慣病を引き起こす要因となったりし、生涯にわ

たる心身の健康に様々な影響があることについても理解させる。 
   本単元で扱う生活習慣病には、肥満や糖尿病、高血圧、脳卒中、心臓病などを取り上げて扱い、

それぞれの疾病について、原因や予防について理解させる。また、特に近年重要な健康課題となっ

ているがんについては特別に取り上げて扱うこととする。 
 
３ 生徒の実態 
   本学級は、明るく和やかな雰囲気であり、積極的に自分の意見を伝えながら良好な人間関係を構

築できる生徒が多い。保健学習の授業に対する関心はおおむね高く、特に学習課題に対して生徒そ

れぞれの考えを収束させたり、発表し合ったりするような活動を好む生徒が多い。他教科の授業に

おいて、知識構成型ジグソー法を取り入れた授業を何度か経験しており、「エキスパート活動」や「ジ

グソー活動」を通して、グループ内でプレゼンをしたり、考えをまとめたりすることに慣れている。

しかし、一部の生徒は人前での発言を苦手としており、班での話し合い活動になかなか貢献できな

い場面が見られる。また、学力差が大きく、特に知識の定着度に大きな差が見られる。 
   事前アンケートの結果から見られる、がんに対する生徒の実態は以下の通りである。 
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Ｑ１ あなたは「がん」についてどのような印象をもっていますか？（複数回答可） 

・死亡率が高い（１２人）  ・怖い（１０人） ・重い（９人）   ・治りづらい（８人） 
・抗がん剤治療が苦しい、髪が抜ける、吐き気をともなう（５人）   ・早期発見が大切（４人）

・治らない（３人）  ・種類がある（３人）  ・見つかるのが遅い（３人） 
・再発する（２人）  ・苦しい（２人）  ・２人に１人がかかる（１人） ・転移する（１人） 
・日本における死因の割合が高い（１人）  ・かかりたくない（１人）  ・黒くて大きい（１人）

 
Ｑ２ 「がん」は、治る病気だと思いますか？ 

・思う（２６人）  ・思わない（５人）  ・治るものと治らないものがある（６人） 
 
Ｑ３ 将来、「がん」を見つけるために「がん検診」を受けてみようと思いますか？ 

・思う（３３人）  ・思わない（３人）  ・ある程度の年齢になったら（１人） 

 

Ｑ４ 家族、親戚など身近な人でがんにかかった人がいますか？ 

・いる（１５人）  ・いない（２２人） 

 

Ｑ５ がんの学習は、健康な生活を送るために重要だ。 

・そう思う（２９人）  ・どちらかといえばそう思う（７人）  ・どちらかといえばそう思わない（１人） 

 

Ｑ６ がんの学習は、健康な生活を送るために役に立つ。 

・そう思う（２１人）  ・どちらかといえばそう思う（１５人）  ・どちらかといえばそう思わない（１人）  

 

Ｑ７ がんは誰もがかかる可能性のある病気である。 

・正しい（３５人）  ・誤り（２人） 

 

Ｑ８ がんは進行すると、今まで通りの生活ができなくなったり、命を失ったりすることがある。 

・正しい（３７人）  ・誤り（０人）  

 

Ｑ９ がんは日本人の死因の第２位である。 

・正しい（２２人）  ・誤り（１４人）  ・無回答（１人）  

 

Ｑ10 たばこを吸わないこと、バランスよく食事をすること、適度な運動をすることなどによって、予

防できるがんもある。 

・正しい（３４人）  ・誤り（３人）  

 

Ｑ11 早期発見すれば、がんは治りやすい。 

・正しい（３７人）  ・誤り（０人）  
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Ｑ12 体の調子が良い場合は、定期的に検診を受けなくても良い。 

・正しい（０人）  ・誤り（３７人）  

 

Ｑ13 がんの治療法には手術治療しかない。 

・正しい（６人）  ・誤り（３１人）  

 

Ｑ14 がんの痛みは我慢するしかない。 

・正しい（６人）  ・誤り（３１人）  

 

Ｑ15 自分はがんにならないと思う。 

・そう思う（１人） ・どちらかといえばそう思う（６人） ・どちらかといえばそう思わない（１3人） ・そう思わない（１7人）

 

Ｑ16 将来、たばこは吸わないでいようと思う。 

・そう思う（３3人） ・どちらかといえばそう思う（２人） ・どちらかといえばそう思わない（１人） ・そう思わない（１人）  

 

Ｑ17 日頃から、バランスの良い食事や適度に運動を行うなど健康な体づくりに取り組もうと思う。 

・そう思う（21人） ・どちらかといえばそう思う（14人） ・どちらかといえばそう思わない（1人） ・そう思わない（1人）  

 

Ｑ18 がん検診を受けられる年齢になったら、検診を受けようと思う。 

・そう思う（22人） ・どちらかといえばそう思う（12人） ・どちらかといえばそう思わない（2人） ・そう思わない（1人）  

 

Ｑ19 がんの治療方法はいくつかあるが、医師が決めるものである。 

・そう思う（6人） ・どちらかといえばそう思う（15人） ・どちらかといえばそう思わない（11 人） ・そう思わない（5人）  

 

Ｑ20 がんになっても生活の質を高めることができる。 

・そう思う（5人） ・どちらかといえばそう思う（6人） ・どちらかといえばそう思わない（15 人） ・そう思わない（11人）  

 

Ｑ21 がんになっている人も過ごしやすい世の中にしたい。 

・そう思う（26人） ・どちらかといえばそう思う（11人） ・どちらかといえばそう思わない（0人） ・そう思わない（0人）  

 

Ｑ22 がんと健康について、まずは身近な家族から語ろうと思う。 

・そう思う（13人） ・どちらかといえばそう思う（17人） ・どちらかといえばそう思わない（4人） ・そう思わない（3人）  

 

Ｑ23 家族や身近な人が健康であってほしいと思う。 

・そう思う（33人） ・どちらかといえばそう思う（3人） ・どちらかといえばそう思わない（1人） ・そう思わない（0人）  

 

Ｑ24 長生きをするために、健康な体づくりに取り組もうと思う。 

・そう思う（31人） ・どちらかといえばそう思う（5人） ・どちらかといえばそう思わない（0人） ・そう思わない（1人）  
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４ 教師の指導観 
埼玉県「がん教育全体計画」抜粋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            ３つの柱 
 

埼玉県がん対策推進計画（H25~H29） 
 
 
 

 
 

体育・保健体育 
学習指導要領解説 

小学校 
［第５学年及び第６学年］ 
エ喫煙、飲酒、薬物乱用と健康 
（ア）喫煙については、～中略

～喫煙を長い間続けると肺がん

や心臓病などの病気にかかりや

すくなるなどの影響があること

についても触れるようにする。 
中学校 
［第３学年］ 
ウ喫煙、飲酒、薬物乱用と健康 
（ア）喫煙については、～中略

～常習的な喫煙により、肺がん

や心臓病などの様々な病気を起

こしやすくすることを理解でき

るようにする。 
高等学校 
（１）現代社会と健康 
イ健康の保持増進と疾病の予防 
（ア）生活習慣病と日常の生活行動 
生活習慣病を予防し～中略～そ

の際、悪性新生物、・・・生活行

動と深い関係があることを理解

できるようにする。 

がん対策基本法（H19） 
がん対策推進基本計画（H19~H23）
第２期がん対策推進基本計画（H24~H28）
〈がんの教育・普及啓発〉 
 健康と命の大切さについて

学び、自らの健康を適切に管理

し、がんに対する正しい知識と

がん患者に対する正しい認識を

持つようにする。 

がん教育の在り方に関する検討会（H26~）
〈がん教育の具体的内容〉 
１ がんとは 
２ がんの種類とその経過 
３ 我が国のがんの状況 
４ がんの予防 
５ がんの早期発見・がん検診

６ がんの治療法 
７ がん治療における緩和ケア 
８ がん患者の生活の質 
９ がん患者への理解と共生 
〈実施に当たっての留意点〉

①学校教育全体での推進 
②発達の段階を踏まえた指導 
③外部講師の参加・協力など

関係諸機関との連携 
④がん教育で配慮が必要な事項について 

健康教育の目標 
生涯を通して、自らの健康を適切に管理し

改善していく資質や能力の育成 

がん教育の目標 
 自他の健康と命の大切さについて学び、共に

生きる社会づくりに寄与する資質や能力の育成 

がん教育の「３つの具体的目標」 

がんそのもの

に対する理解

がん患者に対す

る正しい理解 
命の大切さに

対する理解 

保 健 学 習 

理科・家

庭科 等 
○生物と

細胞 
○家庭と

家庭生

活等 

道 徳
 

○命の尊さ

○差別や

偏見の

ない共

に生き

る社会

総合的な

学習の時間

○がんに

関 す る

「探求的

学習」 

学級活動

(HR 活動)
○がんそ

のもの

に対す

る理解

○生活習慣

○人間関係

学校行事

 
○がん経

験者か

ら学ぶ

○出前講

座 等

埼玉県の具体的な取組 家庭・地域の理解と協力 

がん教育推進連絡協議会 がん教育指導者研修会 がん教育授業研究会

一人一人が、がんを予防して

いくための教育や普及啓発 
（高校生への出前講座の実施）

〈がん教育を実施する上での全体的配慮事項〉 

・児童生徒自身や家族にがん患者がいる場合 
・がんだけでなく、重病や難病の家族がいる場合 

○写真や例示の提示方法 
教員の発問、言葉かけに留意する
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   本単元の特性と生徒の実態から、以下のような授業を展開したい。 
  ○生徒が主体的に学習活動に取り組む授業 
  ○よりよい生活行動・生活習慣について、知識を活用した学習活動などにより、思考を促す授業 
  ○生活習慣病とその予防について正しい知識が身に付き、理解が深まる授業 
   これらの授業を実現するための具体策を以下に示す。 
  道徳・特別活動の授業との連携 
   がん教育は、保健体育の授業のみならず、他教科等との連携を強めながら、生徒の生活改善・実

践意欲の向上につなげることが重要である。 
   本単元においては、事前指導として、道徳「余命ゼロ 命のメッセージ」の授業を通して「命の

大切さ」について触れる。また、事後指導として、学級活動における「公共マナーと周囲の人々の

気持ち（がん患者を例に）」の授業を通して「がん患者への理解と共生」について触れるようにする。 
   この手立てによって、学習内容が深まり、生徒のよりよい生活行動・生活習慣につながる授業と

なるようにしたい。 
  知識構成型ジグソー法を取り入れた授業展開 
   本単元における指導内容は多く、これまでも教師主導の講義型の学習活動が中心となっていた。

そこで、がん教育の授業においては「知識構成型ジグソー法」を活用し、生徒が主体的に学習活動

に取り組む授業を展開する。以下は、本授業のためのジグソー法のステップ（授業展開の手順）で

ある。※４人グループ×９をあらかじめ編成しておく 
   ステップ０ 本時の課題の設定 
        （４つの知識を組み合わせることで解ける内容を設定し、その課題を解決するのに必

要な資料を、テーマごとに準備しておく。） 
   ステップ１ 学習前の自分を知る 

（課題に対する答えを、現時点の自分の力だけでワークシートに記入させる。） 
   ステップ２ エキスパート活動 

（各グループから１人ずつ、４つのテーマそれぞれの担当を決定し、他のグループの

同じテーマ担当と集まって話し合いながら理解を深めさせる。話し合いが円滑に進

むように、ブレインストーミングを取り入れる。このエキスパート活動を経て、自

分が担当するテーマについて詳しくなるようにする。） 
   ステップ３ ジグソー活動 

（各テーマについて詳しくなった生徒が元のグループに戻り、身に付けた内容を説明

し合う。それらの内容を組み合わせて、課題に対する答えをつくらせる。） 
   ステップ４ クロストーク 
        （グループごとに、課題に対する答えを発表させる。また、他のグループの答えや、

答えに到達するまでの筋道の違いを確認させる。） 
   ステップ５ 学習後の自分を知る 
        （ここまでのステップを参考に、あらためて課題に対する答えをワークシートに記入

させ、本時で学び成長した自分を確認し、振り返らせる。

   以上のように授業を進める上で、生徒に学ばせるべき内容に落ちがないように、エキスパート活

）
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動やジグソー活動の際に、教師が机間指導を行いながら支援にあたる。また、クロストークや教師

からの話の際に、話し合いに出なかった話題に触れながら全体指導を行う。 
   話し合いや説明・発表が苦手な生徒に対しては、班編成や同じテーマで学習するメンバーに配慮

したり、教師が個別に支援に入ったりする。 
   これらの手立てによって、生徒が主体的に学習活動に取り組み、学習内容の理解が深まるような

授業をめざす。 
  養護教諭との連携（ティームティーチング） 
   がん教育を進める上での留意点として、「外部講師など関係諸機関との連携」が挙げられているが、

他の単元等においても、恒常的に指導に入ることができる指導者として考えられるのが養護教諭で

ある。本時の授業においては、導入で「がんとは？（要因等）」について説明をする場を設定し、生

徒の授業に対する意欲を喚起する。 
この手立てによって、自らの生活行動・生活習慣をよりよくしようとする態度を育てる授業をめ

ざす。 
  がん教育の指導内容の焦点化 
   がん教育について指導すべき具体的な内容は非常に多い。そのため、本単元では「がんとは（要

因等）」、「我が国のがんの状況」、「がんの予防」、「がんの早期発見、がん検診」の４つに絞って指導

することとする。 
そのうち「がんとは（要因等）」については、養護教諭からの一斉指導とする。また、「我が国の

がんの状況」、「がんの予防」、「がんの早期発見、がん検診」については、エキスパート活動のテー

マとして設定し、生徒同士で話し合わせながら理解を深めさせる。 
この手立てによって、正しい知識を身に付けさせる授業をめざす。 

  ICT の活用 
   教師がタブレットを活用し、グループで話し合いの際に記入したワークシートをその場で投影し

たり、板書の手間を省いてプレゼンをしたり、机間指導をしながら授業の進行をしたり、授業で示

した資料をすぐに振り返ることができるようにしたりすることで、効率的に正しい知識を身に付け

させる授業をめざす。  
  視聴覚にうったえる資料 
   実際にインタビューをした映像を流したり、タバコの箱を手にとって記載文を読んだりするなど、

視聴覚にうったえる資料を準備し、学習意欲を喚起する授業をめざす。 
 
５ 単元の目標 
（１）生活行動・生活習慣と健康について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるよう

にする。                              【関心・意欲・態度】 
（２）生活行動・生活習慣と健康について、課題の解決を目指して、科学的に考え、判断できるように

する。                                  【思考・判断】 
（３）生活行動・生活習慣と健康について、基礎的な事項及びそれらと生活との関わりを理解すること

ができるようにする。                           【知識・理解】 
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６ 単元の指導計画と評価計画 
（１）単元の観点別評価規準 
 ア 健康・安全への 

 関心・意欲・態度 
イ 健康・安全についての

思考・判断 
ウ 健康・安全についての 

知識・理解 
評

価

規

準 

生活行動・生活習慣と健

康について関心をもち、

学習活動に意欲的に取

り組もうとしている。 

生活行動・生活習慣と健康

について、課題の解決を目

指して、科学的に考え、判

断し、それらを表している。

生活行動・生活習慣と健康について、課題

の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと

生活との関わりを理解している。 

学

習

活

動

に

即

し

た

評

価

規

準 

①健康に関する資料を

進んで見つけたり、

自分たちの生活を振

り返ったりして学習

活動に意欲的に取り

組もうとしている。 
②課題の解決に向けて

の話し合いや意見交

換などの学習活動に

意欲的に取り組もう

としている。 

①資料等で調べたことをも

とに課題解決の方法を見

つけたり、選んだりする

などして、それらを説明

している。 
②学習したことを自分たち

の生活や事例などと比較

したり、関係を見つけた

りするなどして、筋道を

立てて、それらを説明し

ている。 

①食生活と健康について理解したことを言

ったり、書き出したりしている。 
②運動と健康について理解したことを言っ

たり、書き出したりしている。 
③休養及び睡眠と健康について理解したこ

とを言ったり、書き出したりしている。

④調和のとれた生活と健康について理解し

たことを言ったり、書き出したりしてい

る。 
⑤がんの発生要因とその予防について理解

したことを言ったり、書き出したりして

いる。 
 
（２）単元の指導と評価の計画【全５時間＋２時間（道徳・学級指導）】  本時は○印 
【道徳「余命ゼロ 命のメッセージ」】 

時 学習のねらい・活動 留意点・評価 
事

前

指

導 

Ⅰ ねらい 
・かけがえのない自他の生命の大切さを自覚し、前向きに生きていこうと

する心情を育てる。 
Ⅱ 学習活動 
 １ 世界や日本の平均寿命はどのくらいか。また、それはすべての人に

あてはまるか。 
 ２ 「余命ゼロ 命のメッセージ」を読み、話し合いの話題を確認する。

  （１）「がん」で余命１年半と宣告された「わたし」が、高速道路に

突っ込んで死のうと思ったときの気持ち 
  （２）妻の考えを聞いても何も言えなかった時、「わたし」の心の中 
  （３）学校の講演活動に積極的になった「わたし」の考え 
  （４）「そんな軽い命ならわたしにください」の言葉の意味 
 ３ ワークシートに、本時のふりかえりを記入し、発表する。 

 
 
 
 
一人一人の命の長さは

違うことを理解させる。

 
死の宣告を受け、投げやりに

なる気持ちに共感させる。 
周囲に支えられている命に

気づき、人のために尽くそう

と決心した「わたし」の気持

ちに迫るようにする。 
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【保健学習】 
時 学習のねらい・活動 関 思 知 評価方法 
１ 
 
食

生

活

と

健

康 

Ⅰ ねらい 
・生活行動・生活習慣と健康について、学習したことを自分たち

の生活や事例などと比較したり、関係を見つけたりするなどし

て、筋道を立てて説明できる。 
・食生活と健康について理解したことを行ったり、書き出したり

することができる。 
Ⅱ 学習活動 
 １ 健康を保持増進するための食生活について考える。 
 ２ 健康を保持増進するための食事や配慮すべきこと、運動に

応じたエネルギーの補給について説明を聞く。 
 ３ 自分の食生活について考える。 
 ４ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、発表する。

指導すべき内容 
・健康な生活や疾病の予防には、毎日適切な時間に食事をする

ことが大切であること。 
・年齢や運動量に応じて栄養素のバランスや食事の量などに配

 慮する必要があること。 
・運動によって消費されたエネルギーを食事によって補給す 
ることが必要であること。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

〈思・判②〉 
（学習活動３）

学習したことを

自分たちの生活

や事例などと比

較したり、関係

を見つけたりす

るなどして、筋

道を立てて、そ

れらを説明して

いる状況を【観

察】でとらえる。

〈知・理①〉

（学習活動４）

食生活と健康に

ついて理解した

ことを言った

り、書き出した

りしている状況

を【観察・ワー

クシート】でと

らえる。 
２ 
 
運

動

と

健

康 

Ⅰ ねらい 
・生活行動・生活習慣と健康について、健康に関する資料を見た

り、自分たちの生活を振り返ったりするなどの学習活動に意欲

的に取り組むことができる。 
・運動と健康について理解したことを言ったり、書き出したりす

ることができる。 
Ⅱ 学習活動 
 １ 運動不足が体に及ぼす影響について考える。 
 ２ 運動が心に及ぼす影響について考える。 
 ３ 運動の効果（身体面・精神面）と健康の保持増進のための

適切な運動について説明を聞く。 
 ４ 自分の生活（運動量など）について考える。 
 ５ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、発表する。

 

 
 
 
 
 
 
 
①

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

〈関・意・態①〉

（学習活動１）

健康に関する資

料を進んで見つ

けたり、自分た

ちの生活を振り

返ったりして学

習活動に意欲的

に取り組もうと

している状況を

【観察】でとら

える。 
〈知・理②〉

（学習活動 5）
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指導すべき内容 
・運動には、身体の各器官の機能を刺激し、その発達を促すと

ともに、気分転換が図られるなど、精神的にもよい効果があ

ること。 
・健康な生活や疾病の予防には、日常生活において適切な運動

を継続することが必要であること。 
 

運動と健康につ

いて理解したこ

とを言ったり、

書き出したりし

ている状況を

【観察・ワーク

シート】でとら

える。 
３ 
休

養

及

び

睡

眠

と

健

康 

Ⅰ ねらい 
・生活行動・生活習慣と健康について、学習したことを自分たち

の生活や事例などと比較したり、関係を見つけたりするなどし

て、筋道を立てて説明できる。 
・休養及び睡眠と健康について理解したことを言ったり、書き出

したりすることができる。 
Ⅱ 学習活動 
 １ 疲労が心身に及ぼす影響について考える。 
 ２ 心身の疲労を回復する方法について考える。 
 ３ 休養及び睡眠の効果ならびに健康の保持増進のための適

切な休養及び睡眠について説明を聞く。 
 ４ 自分の生活における休養や睡眠のとり方について考える。

 ５ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、発表する。

指導すべき内容 
・長時間にわたる学習、運動、作業は、疲労やストレスをもた

らし、心身の不調や病気を引き起こすこと。 
・健康な生活や疾病の予防には、休養及び睡眠によって心身の

疲労を回復することが必要であること。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

〈思・判②〉 
（学習活動２）

学習したことを

自分たちの生活

や事例などと比

較したり、関係

を見つけたりす

るなどして、筋

道を立てて、そ

れらを説明して

いる状況を【観

察】でとらえる

〈知・理③〉

（学習活動 5）
休養及び睡眠と健康

について理解したこ

とを言ったり、書き

出したりしている状

況を【観察・ワーク

シート】でとらえる。

４ 
調

和

の

と

れ

た

生

活

と

Ⅰ ねらい 
・生活行動・生活習慣と健康について、健康に関する資料等で調

べたことを基に課題や解決の方法を見つけたり、選んだりする

などして、それらを説明できる。 
・調和のとれた生活と生活習慣について理解したことを言った

り、書き出したりすることができる。 
Ⅱ 学習活動 
 １ 望ましい生活習慣について考える。 
 ２ 健康と生活習慣の関連、調和のとれた生活の必要性、生活

習慣の乱れによる生活習慣病など、生活習慣が健康に及ぼ

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈思・判①〉 
（学習活動１）

資料等で調べた

ことをもとに課

題解決の方法を

見つけたり、選

んだりするなど

して、それらを

説明している状

況を【観察】で
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生

活

習

慣

病 

す影響について説明を聞く。 
 ３ 今後実践できる生活習慣の改善について考え、発表する。

 ４ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、発表する。

指導すべき内容 
・人間の健康は生活行動と深くかかわっており、健康を保持増

進するためには、年齢、生活環境等に応じた食事、適切な運

動、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続けることが必要で

あること。 
・食生活の乱れ、運動不足、睡眠時間の減少などの不適切な生

活習慣は、やせや肥満などを引き起こしたり、また、生活習

慣病を引き起こす要因となったりし、生涯にわたる心身の健

康に様々な影響があること。 
 

 
 

④ 

とらえる。 
 
〈知・理④〉

（学習活動４）

調和のとれた生

活と生活習慣病

について理解し

たことを言った

り、書き出した

りしている状況

を【観察・ワー

クシート】でと

らえる。 
５ 
が

ん

の

発

生

要

因

と

そ

の

予

防 

Ⅰ ねらい 
・課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活動に意

欲的に取り組むことができる。 
・がんの発生要因とその予防について、理解したことを言ったり、

書き出したりすることができる。 
Ⅱ 学習活動 
 １ がんについて知っていることをワークシートに記入する。

 ２ がんの要因について養護教諭からの話を聞く。 
 ３ 知識構成型ジグソー法のステップで、「がん」についての

学習を進める。 
  エキスパート活動 → ジグソー活動 → クロストーク 
 ４ 本時の学習を振り返り、「がん予防を呼びかける手紙」を

書き、発表する。 
指導すべき内容 
・細胞の遺伝子に傷がついてできる異常な細胞のか

たまりの中でも悪性のものをがんという。 
・免疫力が低下するなどにより、がん細胞が死滅し

にくくなり、細胞が増加する。 
・喫煙や大量の飲酒、不適切な食事、運動不足など

の生活習慣や、細菌・ウイルスなど感染が要因。

・望ましい生活習慣を送ることにより、危険性を減

らすことができる。 
・生活習慣が原因でないがん（小児がん等）もある。

・日本の死因の第１位であり、３割はがんのために

亡くなっている。また、２人に１人は、一生のう

 
 
 
 
 
 
 
 
①

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 

〈関・意・態②〉

（学習活動３）

課題の解決に向

けての話し合い

や意見交換など

の学習活動に意

欲的に取り組も

うとしている状

況を【観察】で

とらえる。 
 
〈知・理⑤〉

（学習活動４）

がんの発生要因

とその予防につ

いて理解したこ

とを言ったり、

書き出したりし

ている状況を

【観察・ワーク

シート（手紙）】

でとらえる。 
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ちに何らかのがんにかかると推計できる。 
・罹患（がんにかかる）率は、年齢が上がるにつれ

増加し、男性が多い。その理由は、喫煙や過度の

飲酒など、危険性を高める生活習慣が男性に多い

ため。また、２０～５０代では女性の方が多く、

乳がん・子宮頸がんがこの世代に多いため。 
・がん予防のための望ましい生活習慣は「喫煙をし

ない」「過度の飲酒をしない」「バランスのよい食

事」「適度な運動」「適正体重の維持」「感染対策」

・早期発見により約９割が治る。そのために、市町

村や職場の検診においてがん検診を受けること

ができる。しかし、受診率は５０％に達していな

いという現状がある。 
 

【学級活動「公共マナーと周囲の人々の気持ち」】 
時 学習のねらい・活動 留意点・評価 
事

後

指

導 

Ⅰ ねらい 
・高等学校の見学や出願など、公共交通機関を使う機会が増える時期に、

進路学習の一環として、公共マナーと周囲の人々の気持ちについて考え

させ、互いに気持ちよく生活を送る態度を育てる。 
Ⅱ 学習活動 
 １ 「昨年度の学校への苦情」と「修学旅行において電車内のマナーを

校長先生から褒められたこと」について考え、考えを伝え合う。 
 ２ 校外に出た際、中学生である自分たちが犯してしまいそうなマナー

違反と、周囲への影響を考える。 
   →ふざけて発する「死ね」などの言葉と、既習の「がんについての

学習」の結びつき 
 ３ 周囲の方々と気持ちよく過ごすことができるふるまい方を考える。

 ４ 本時の振り返りを行う。  

 
 
電車内での悪いマナーへの

苦情と、良いマナーへの称

賛を比較させる。 
既習事項の「がんについて

の学習」を振り返ったり、

その他様々な状況にある周

囲の人々の気持ちを考えさ

せたりする。 
望ましい行動・ふるまい方

を全体で確認し、気持ちよ

く生活できるようにする。

 
７ 本時の学習と指導（５／５） 
（１）ねらい 
 ・課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組むことができる。 

【関心・意欲・態度】 
 ・がんの発生要因とその予防について、理解したことを言ったり、書き出したりすることができる。 

【知識・理解】 
（２）資料及び準備するもの 
 スクリーン、プロジェクター、タブレット、ワークシート、資料（エキスパート活動用）、付箋 
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（３）展開 
時間 学習内容・活動 指導上の留意点（○指導 ◆評価規準） 
導

入 
５ 
分 
 
 
 
 
 
 
 
展

開

Ⅰ 
10
分 

１ がんについて知っていることをワ

ークシートに記入する。 
 
 
 
 
２ 本時の学習内容を確認する。 
 
 
 
３ 「がんとは？（要因等）」について

養護教諭からの話を聞く。 

○現時点で知っていることを、できるだけたくさん書

かせる。 
○活動が停滞している生徒には、「がんに対するイメ

ージ」や「どんな病気だと思うか」など、個人の考

えを書いてよいことを伝える。 
○数人に発表させ、クラス全体の理解度を確認する。

 
 
○本時の学習が、がんに対する不安を和らげ、明るく

生活することにつながることを伝える。 
○養護教諭は、パワーポイントの画面で説明を行う。

○ワークシートに記入をさせながら、養護教諭の説明

を聞かせる。 
【指導する内容】 
・がんとは、細胞の遺伝子に傷がついてできる異常

なかたまりの中でも悪性のものをいう。 
・免疫力が低下するなどにより、がん細胞が死滅し

にくくなり、細胞が増加する。 
・よくない生活習慣が、がんにかかる危険性を高める。

・日本における死因の第１位であり、今も増え続け

ている。 
○説明を受け、穴埋め式のワークシートに記入した内

容を簡単に振り返り、学習内容を再確認させる。

展

開 
Ⅱ 
25 
分 
 

４ 同じテーマの資料を読み合う新た

なグループをつくり、話し合い、理

解を深める。 
 
 
 
話し合いのテーマ 
ア がんの罹患（がんにかかること）

イ 生活習慣とがん 
オ がん検診 
カ 三郷市におけるがん検診 

話し合いの進めかた 
 ①資料を見る・読む 

○あらかじめ、元のグループ内で、テーマの割り振り

を教師側で決めておき、生徒がスムースに移動し、

各テーマの話し合いが円滑に進むようにする。 
○各テーマの話し合いの場には、テーマに合った資料

を準備しておき、元のグループに戻ってから報告し

やすくなるよう支援する。 
【理解させるべき内容】 
・罹患（がんにかかる）率は、年齢が上がるにつれ

増加し、男性が多い。その理由は、喫煙や過度の

飲酒など、危険性を高める生活習慣が男性に多い

ため。また、２０～５０代では女性の方が多く、

乳がん・子宮頸がんがこの世代に多いため。 
・がん予防のための望ましい生活習慣は「喫煙をし

STEP１ 学習前の自分を知る 

STEP２ エキスパート活動 

「がん」とはどのような病気で、どのように予防したらよいだろうか？ 
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 ②資料から気づいたこと・考えたこと

  を付箋に記入し、グループの中央に

  どんどん貼る（ブレインストーミング）

 ③内容をまとめ、元のグループに戻っ

た時の報告内容を整理する 
 
 
 
 
 
 
５ 各テーマを学んだ生徒が元のグル

ープに戻り、身に付けた内容を説明

し合う。それらの内容を組み合わせ

て、本時の課題「がん」とはどのよ

うな病気で、どのように予防したら

よいだろうか？に対する答えを作

り上げる。 
 
 
６ グループごとに、課題に対する答え

を発表する。 
 
 

ない」「過度の飲酒をしない」「バランスのよい食

事」「適度な運動による適正体重の維持」 
・早期発見により治すことも可能であり、市町村や

職場の検診においてがん検診を受けることがで

きる。しかし、受診率は５０％に達していないと

いう現状がある。 
・自分たちにできることは、①望ましい生活習慣を

送ること②できるだけ早期の発見に努めること 
 の２つであること。 

○元のグループでの話し合い用シートを準備してお

き、記録をさせながら話し合いをさせる。 
○それぞれのテーマについて１人ずつ発表をさせる。

その際、調べたこと全てを伝えるのではなく、大切

だと思われる内容を絞って発表するよう伝える。 
◆課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの

学習活動に意欲的に取り組むことができる。【関】

努力を要すると判断できる状況（C）の生徒への手立て（支援） 
△話し合いが上手く進んだグループを全体に広め、な

かなか発表ができない生徒や話し合いが進まない

グループに良い例を示す。 
○各グループから発表者を１人決めさせ、全体の前で

発表させる。 
○後で発表する生徒は、他グループの発表との違いに

ついて触れるように伝える。 
○エキスパート活動やジグソー活動、クロストークに

おいて、理解させるべき内容が不十分だった部分に

対して、教師から補足説明を入れる。 
終

末 
10 
分 
 

７ 本時の学習内容を振り返りながら、

自分へ向けた「がんの予防を呼びか

ける手紙」を書かせる。  
 
 
８ 手紙の内容を発表する。 
 
 
 
 
９ 教師の話を聞く。 

○これまでに使ったワークシートを見直させ、手紙を

書くための材料となるようにする。 
○「がんの予防」だけでなく、「がんがどのような病

気で、どのような現状があるか」についても触れる

よう、全体に伝える。 
○導入で記入した内容と、自分にあてた手紙の内容を

比較させ、本時の伸び（学んだこと）を実感させる。

◆がんの発生要因とその予防について、理解したこと

を言ったり、書き出したりすることができる。【知】

○本時のまとめを行い、がんを予防するための望まし

い生活習慣の必要性について再確認する。 

STEP３ ジグソー活動 

STEP４ クロストーク 

STEP５ 学習後の自分を知る 
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〈エキスパート資料 ( ア )〉
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〈エキスパート資料 ( イ )〉

〈エキスパート資料 ( ウ )〉
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Ⅲ 平成２８年度 埼玉県がん教育授業研究会 ３ 県立日高高等学校 

 
文部科学省委託事業「がんの教育総合支援事業」 

平成２８年度埼玉県「がん教育」授業研究会（高等学校）実施要項 

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  平成２８年１１月２２日（火） 
 
４ 会  場  県立日高高等学校  日高市旭ケ丘８０６  
        ＊駐車場には限りがあります。できるだけ公共交通機関で来校願います。 

       （JR 川越線 武蔵高萩駅下車 あさひ口から徒歩９分） 

 
５ 参加者対象 高等学校・特別支援学校教職員（保健体育科授業担当者等） 
       
６ 日  程  
（１）受  付 １３時００分～       （ 職員玄関 ） 
（２）公開授業 １３時３０分～１４時２０分 （ 視聴覚室 ） 
（３）全 体 会 １４時３５分～１４時５５分 （ 会 議 室 ）  
（４）研究協議 １５時００分～１６時３０分 （ 会 議 室 ）  
 
７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

１年 根岸 怜子 教諭 

保健体育（科目保健） 
「（１）現代社会と健康」 
   イ 健康の保持増進と疾病の予防 
    (ｱ) 生活習慣病と日常の生活行動 

 
８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    主席指導主事   石川 泰成 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   武田 直美 
埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      准 教 授   儀賀 理暁 
  県 立 熊 谷 農 業 高 等 学 校      教     諭   中本 雅子 
  県 立 浦 和 高 等 学 校      養 護 教 諭   飯田 具子 
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保健体育科 科目「保健」学習指導案 
平成 28 年 11 月 22 日(火)第５時限 視聴覚室 

第１学年 B 組 ３０名 
埼玉県立日高高等学校 教諭 根岸 怜子 

 
１．単元名 「現代社会と健康」 イ 健康の保持増進と疾病の予防 (ア)生活習慣病と日常の生活行動 
２．単元について 

我が国の疾病構造や社会の変化に対応して、健康を保持増進するためには、個人の意思決定・行動選択、

それを支える社会環境づくりなどが大切であるというヘルスプロモーションの考え方を活用し、人々が自ら

の健康を適切に管理すること及び環境を改善することが重要である。 
本単元では、生活習慣病を予防し、健康を保持増進するためには、適切な食事、運動、休養および睡眠な

ど調和のとれた健康的な生活を実践することが必要であることを理解できるようにする。 
その際、がん(悪性新生物)、虚血性心疾患、脂質異常症、歯周病などを適宜取り上げ、それらは日常生活

と深い関係があることを理解できるようにする。 
３．生徒の実態 

好奇心旺盛で、新しい知識に対して関心の強いクラスである。授業の内容と、日常生活の中で自分が感じ

たことに対する質問も多く、今持っている知識を生かして自分の意見を述べることができる。他者の意見を

理解することができる一方で、互いの意見に対して話し合いをすることや、ディベートを行うことは苦手な

傾向にある。 
４．教師の指導観 
現代社会において、国民の２人に１人ががんに罹患し、国民の死亡者数の３人に１人はがんで亡くなって

いる。このことから、がんと私たちの生活は切っても切り離せないものである。また、早期に発見し、治療

を開始すれば、罹患者の９割は完治していることから、本単元を通じて『がんに罹らないことがゴールでは

ない』ということを柱とし、次の３点を教えたい。 
(１) 適切な予防方法・治療方法 
  食生活や飲酒・喫煙など日常の生活行動を整えることは、がんをはじめとする生活習慣病の予防に繋が  
 る。しかし、健康な時に自らがんについて学ぶ意識は低く、また不適切な行動とわかっていても行動選択  
 を自制することは難しい。このことから、「なぜ不適切な行動を選択してしまうのか」、「どうすれば適切 
 な行動選択を行うことができるか」を自身の言葉でまとめ、発表できるようにしたい。 
  また、治療方法についても、早期に発見し治療を開始することはなぜ有効なのか(がんのメカニズム)、 
 治療方法の決定、実施について理解しておくべきことはどのようなことかを知識として身に付けさせたい。 
(２) 正しい情報を集めること 

 現在、がんの治療法をはじめ、予防のための研究や自治体における支援の整備が進んでいる。また、健 
康食品をはじめとした様々な情報で社会は溢れている。そのような情報社会で生きながら、「どこから・ 
どのような」情報を得て行動していくべきかを考えさせ、将来実行できるようにしたい。 

(３) 『病気(がん)に罹ること』も人生の通過点である 
 上記(１)、(２)から、正しい情報を集め、適切な予防、治療を行うことが大切である。そして、その後 
社会復帰するにあたり、周囲の支援や理解が非常に重要であると考える。「自分ががんに罹った後も人生 
は続いていくこと」と「がんに罹った人へのケア」について考え、意見を交換し合い、理解したことを実 
際の行動に移すことができるようにしたい。 
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５．単元の目標 
(１) 生活習慣病と日常の生活行動について、健康を保持増進するためには、自らの健康を適切に管理する

ことや環境を改善してくことが重要である。このことに関心を持ち、自身の日常生活の中で生活習慣病に

関わる疑問点を挙げたり、身の回りの様々な情報に関心を持ち、質問したり、調べたり、意見を交換した

り、学習活動に積極的に取り組もうとすることができる。            【関心・意欲・態度】 
(２) 生活習慣病と日常の生活行動について、自らの生活習慣を振り返る。その上で、継続していくもの、

改善していくものとその方策について、学んだ知識や情報を基に総合的に考え、判断し、それらを表すこ

とができるようにする。また、自身が社会に出た時を想像し、方策が実施可能かどうか、検討すべき点や

改善点を述べることができるようにする。                      【思考・判断】 
(３) 生活習慣病とそのメカニズムについて学び、日常の生活行動において、適切な予防方法、治療方法を

選択・実践できるように知識を深める。また、生活習慣病の研究は日々進歩している現状を踏まえ、「ど

こから・どのような」情報を集める必要があるかを理解し、実践できるようにする。   【知識・理解】 
６．評価規準 
 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 
関心 
・ 

意欲 
・ 

態度 

生活習慣病と日常の生

活行動について、自身の

日常生活や身の回りの

情報に関心を持ち、質問

や、意見交換、発表をし

ている。 

①生活習慣病と日常の生活行動について、課題の解決に向けての話し

合いや意見交換を行うなど、学習活動に意欲的に取り組もうとして

いる。 
②生活習慣病と日常の生活行動について、資料や教科書などを見た

り、読んだり、自分たちの生活を振り返ったりするなどの学習活動

に取り組もうとしている。 
③生活習慣病と日常の生活行動について、学んだ知識を基に自身の考

えを述べたり、まとめて表しようとしている。 
思考 
・ 

判断 

生活習慣病と日常の生

活行動について、学んだ

知識や情報を生かし、実

施可能な方策を挙げ、発

表している。 

①生活習慣病と日常の生活行動について、学習したことを個人及び社

会生活や事例などと比較したり、分類したり、分析したりしている。

②生活習慣病と日常の生活行動について、資料等で調べたことを基

に、課題を見つけ、課題を解決する方法を整理したり、選んだりす

るなどして、それらを説明している。 
③生活習慣病と日常の生活行動について、学んだ知識と自身の生活習

慣を照らし合わせ、より良い生活習慣の実践のために課題を見つけ

たり、整理したりするなどして、それらを説明している。 
知識 
・ 

理解 

生活習慣病のメカニズ

ムを学び、日常の生活行

動における予防方法を

理解している。また、生

活習慣病の研究や治療

方法など、適切な情報の

集め方を習得し、実践し

ている。 

①生活習慣病の呼称の由来や病例、生活習慣病の予防対策について理

解したことを発言したり、記述したりしている。 
②がんの予防対策は、個人的及び社会的な対策を行う必要があること

について理解したことを発言したり、記述したりすることができる

ようにする。 
③健康的な食生活の重要性、食事の今日的課題としてエネルギーの過

剰摂取による肥満やメタボリックシンドローム、健康的な食生活習

慣の形成について、学んだことを発言したり記述したりしている。

④健康から見た運動の意義や今日的課題、健康づくりのための有酸素

運動や筋肉に負荷をかける運動、運動のための環境づくりについ

て、理解したことを発言したり、記述したりしている。 
⑤健康から見た休養の意義、全身疲労や局所疲労などの今日的課題、
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健康から見たより良い休養のとり方、健康に良い睡眠のとり方につ

いて理解したことを発言したり、記述したりしている。 
⑥喫煙とがんの関係、飲酒とがんの関係について学び、なぜ未成年は

喫煙、飲酒を禁止されているのかを理解し、発言したり意見を述べ

ている。 
 
７．単元の指導と評価計画(全７時間) 
時 学習内容・ねらい 関 思 知 評価方法 
１ (ア)生活習慣病と日常の生活行動「生活習慣病とは」 

Ⅰねらい 
 ・生活習慣病と日常の生活行動について、課題の解決に向けての

話し合いや意見交換を行うなど、学習活動に意欲的に取り組もう

としている。 
・生活習慣病の呼称の由来や病例、生活習慣病の予防対策につい

て理解したことを発言したり、記述したりすることができる。 
Ⅱ学習行動 
１ 現在、自分たちの知っている生活習慣病の例を挙げる。 
２ 生活習慣病の変遷について理解する。 
３ 健康に悪影響な生活習慣を挙げる。 
４ 代表的な生活習慣について理解する。 
５ 健康に良い影響を与える生活習慣を挙げる。 
〈指導すべき内容〉 
・悪性新生物(がん)、虚血性心疾患、脂質異常症、歯周病などの

生活習慣病は、日常の生活行動と深い関係があること 
６ 本時のまとめ(自分たちの生活習慣について振り返る) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 

２ (ア)生活習慣病と日常の生活行動「生活習慣病の予防」 
Ⅰねらい 
・生活習慣病と日常の生活行動について、課題解決に向けての話

し合いをしたり、意見を交換したりなど、学習活動に意欲的に取

り組むことができる。 
Ⅱ学習行動 
１ がんとはどのような病気か理解する。 
２ がんの種類を自身で挙げ、その特徴について理解する。 
３ がんと生存率について理解する。 
４ がんの早期発見・早期治療の大切さと検診について学ぶ。 
〈指導すべき内容〉 
・がんとはどのような病気か、がんの経過、種類と特徴、生存率

と予防(がん検診) 
５ 本時のまとめ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 

３ (ア)生活習慣病と日常の生活行動「食事と健康」 
Ⅰねらい 
・食事と健康について、資料や教科書などを見たり、読んだり、自
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分たちの生活を振り返ったりするなどの学習活動に取り組もう

としている。 
・健康的な食生活の重要性、食事の今日的課題としてエネルギーの

 過剰摂取による肥満やメタボリックシンドローム、健康的な食生

 活習慣の形成について理解したことを発言したり、記述したりす

 ることができる。 
Ⅱ学習活動 
１ 食事の重要性と意義について考える。 
２ 健康に関わる食事の課題について考える。 
３ 必要なエネルギー量を決定する要素と栄養素について考える。 
４ 自身の食事、生活のリズムについて見つめなおし、改善点を挙

げる。 
〈指導すべき内容〉 
・健康の保持増進に食事は重要な要素であり、食事内容や日々の

 
５ 本時のまとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 

４ (ア)生活習慣病と日常の生活行動「日常の生活行動と健康」 
Ⅰねらい 
・生活習慣病と日常の生活行動について、学んだ知識と自身の生活

 習慣を照らし合わせ、より良い生活習慣の実践のために課題を見

 つけたり、整理したりするなどして、それらを説明している。 
・健康から見た運動の意義や今日的課題、健康づくりのための有酸

 素運動や筋肉に負荷をかける運動、運動のための環境づくりにつ

 いて、理解したことを発言したり、記述したりすることができる。

・健康から見た休養の意義、全身疲労や局所疲労など今日的課題、

健康から見たより良い休養のとり方、健康に良い睡眠のとり方に

ついて理解したことを発言したり、記述したりすることができる。

Ⅱ学習活動 
１ 健康における運動の意義について考える。

２ 運動と健康の関係について考える。 
３ 健康のための適切な運動について、種類・内容を理解する。 
４ 健康から見た休養の必要性について考える。 
５ 休養のとり方について考える。 
６ 快適な睡眠を確保するために必要なことを考える。 
〈指導すべき内容〉 
・運動は他者との交流においても大切な機会であり、心の健康に

おいても大切な役割を果たしていること 
・健康を保持増進するためには、より質の高い休養・睡眠が重要

であること 
・生活習慣病を予防し、健康を保持増進するためには、調和のと

れた健康的な生活を実践することが必要であること 
７ 本時のまとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 
 
 
⑤ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 

食生活は将来の健康の土台作りであること
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食事・運動・休養を含め自身の理想的な生活習慣について考える

○5  
(ア)生活習慣病と日常の生活行動「がんの予防と社会的対策」 
Ⅰねらい 
・生活習慣病と日常の生活行動について、課題の解決に向けての話

 し合いや意見交換を行うなど、学習活動に意欲的に取り組もうと

 している。 
・がんの予防対策は、個人的及び社会的な対策を行う必要があるこ

とについて理解したことを発言したり、記述したりすることがで

きるようにする。 
Ⅱ学習活動 
１ がんの早期発見・早期治療の大切さを理解する。 
２ がんの治療方法を理解する。 
３ がん患者のケアや生活の質について考える。 
４ がんと共生する社会について考える。 
〈指導すべき内容〉 
・がんを予防するためには早期発見・早期治療が重要であること

・がんに対して様々な個人的対策や社会的対策が取られているこ

と 
５ 本時のまとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
①

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 

６ (ア)生活習慣病と日常の生活行動「喫煙と健康」 
Ⅰねらい 
・健康への影響を踏まえ、販売方法の規制や環境整備等、たばこを

取り巻く社会の変化について自身の身近な具体例を挙げること

ができるようにする。 
・喫煙とがんの関係、飲酒とがんの関係について学び、なぜ未成年

は喫煙、飲酒を禁止されているのかを理解し、発言したり意見を

述べたりしている。 
Ⅱ学習活動 
１ たばこに対する社会的イメージを考える。 
２ たばこに含まれる有害物質と健康への影響を理解する。 
３ たばこを取り巻く法的整備を学ぶ。 
４ たばこと肺がんについて学ぶ。 
〈指導すべき内容〉 
・たばこの警告表示、受動喫煙・能動喫煙、分煙、たばこに含ま

れる有害物質、健康増進法、未成年者喫煙禁止法、たばこ規制枠

組み条約 
５ 本時のまとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

７ (ア)生活習慣病と日常の生活行動「飲酒と健康」 
Ⅰねらい 
・飲酒と健康について、学習したことを個人及び社会生活や事例な

どと比較したり、分類したり、分析したりしている。 
・飲酒による健康への短期的影響、長期的影響を理解する。また、

飲酒開始の要因と飲酒による社会問題についても理解する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

ワークシート
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・飲酒とがんの関係についても学び、飲酒問題を、他人事ではなく

自分たちに関わらせて理解し、考えることができるようにする。

Ⅱ学習活動 
１ 飲酒を取り巻く問題について具体例を挙げる。 
２ アルコールが健康に及ぼす影響を理解する。 
３ 飲酒を取り巻く社会問題について理解する。 
４ 飲酒と生活習慣病について学ぶ。 
〈指導すべき内容〉 
・飲酒の短期的影響・長期的影響、飲酒の開始と社会問題、アル

コール依存症、肝臓がん、未成年者飲酒禁止法 
５ 本時のまとめ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
① 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
⑥ 

 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
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８ 本時の学習と指導(５／７) 
(１)ねらい 
・生活習慣病と日常の生活行動について、課題の解決に向けての話し合いや意見交換を行うなど、学習活動 
 に意欲的に取り組もうとしている。                      【関心・意欲・態度】 
・がんの予防対策は、個人的及び社会的な対策を行う必要があることについて理解したことを発言したり、

記述したりすることができるようにする。                     【知識・理解】 
(２)資料及び準備するもの 
・プレゼンテーション資料   ・プロジェクター   ・掲示資料   ・ホワイトボード 
・まなボード １０枚(グループの数)  ・ホワイトボードマーカー 
(３)展開 
時間 学習内容 指導上の留意点(指導〇、評価規準◆) 

 
導 

入 
７ 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ がんについての復習をする。 
 
 
 
 
 
 
２ 本時の学習内容を確認する。 
 
 
【学習前の自分を知る】  
 ・本時の課題に対して、学習前の自分の

  考えをワークシート記入する。 
 
 
 
 
 
 
３ 同じテーマの資料を読み合うグルー 
 プをつくり、話し合い、理解を深める。

【エキスパート活動】 
＜話し合いのテーマ＞ 

 資料Ａ：「がんが発見されるまで」 
 資料Ｂ：「治療と経過について」 
 資料Ｃ：「QOLや社会的対策について」

＜話し合いの進め方＞ 
①資料を見る・読む 
②資料から気づいたこと・考えたこと

 を個人ワークシートに書き込む。 
③内容をまとめ、元グループに戻った

○がんについて、プレゼンテーション資料を使用して

復習をさせる。 
 ・がんとはどのような病気か 
 ・がんの経過  ・種類と特徴 
 ・生存率と予防 
〇がんは「身近な病気であること」を理解させる。 
なぜ身近なのか、疑問を持たせる。 
 
 
 
〇ワークシートを配布し、記入させる。 
○今まで学習してきたことをふまえ、現時点での考え

を記入させる。 
○数人に発表させ、クラス全体の理解度を確認する。

〇小林麻央さんのブログ「KOKORO．」のトップを映

し出し、本時は、がんの中の乳がんを例に挙げ、自分

や身近な人ががんに罹患した時の対処方法を知り、何

ができるかを学習することを伝える。 
 
〇エキスパート(資料をまとめる)グループごとに着席

させる。（３～４人グループ） 
○エキスパート活動の役割を確認させる。 
○各自の担当資料、まとめ（発表用）プリントが入っ

たファイルを配布する。 
〇活動の取りかかりがスムーズになるように、流れを

掲示しておく。 

 
〇同じ課題に取り組むグループで、情報交換を行いま

①担当資料(エキスパート資料)を見る・読む 
②個人ワークシートに気づいたこと等を記入する 
③班で協力して、資料の内容を整理する。 

課題  がんと関わっていく上で『大切なこと』はなにか、また、なにができるかを考えよう。 

〈予想される反応〉 
・健康に悪い生活習慣を送らないように

する。(食事、飲酒など) 
・健康に良い生活習慣を送る。（運動） 

                など
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展 
 
 
開 
 

３３

分 

 時の発表用プリントに報告内容を 
   整理する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ テーマを学んだ生徒が元グループに 
 戻り、身につけた内容を発表し合う。発

 表内容を組み合わせて、本時の課題「が

 んと関わっていく上で『大切なこと』はな

 にか、また、なにができるかを考えよう。」

 に対する答えをまなボードに作り上げる。

【ジグソー活動】 
 ・１人ずつまとめた内容をグループ内で

  発表する。 
 ・まなボードを完成させる。 
  
   
 
 
 
 
５ グループごとに、課題に対する答えを

発表する。  
【クロストーク】 

 

とめさせる。 

 
○それぞれのテーマについて１人ずつ発表をさせる。

その際、まとめた内容を全て伝えるのではなく、大切

だと思われる内容を絞って発表するよう伝える。 
〇各自グループ内で発表させ、まなボードに各自の資

料を貼りつけ完成させる。 
 
◆生活習慣病と日常の生活行動について、課題の解決

に向けての話し合いや意見交換を行うなど、学習活動

に意欲的に取り組もうとしている。 
              【関心・意欲・態度】

 
 
 
 
 
 
○グループから発表者を１名決めさせ、まなボードを

 掲示しながら、考えや答えを全体に向けて発表する。

〇発表者は、「ゆっくりと、大きな声で」発表するよ 
 うに指示する。 
○他のグループの話を聞き、個人ワークシートにメモ

 を取らせる。 
〇各班の発表を聞き、自分の班の発表と比較しながら

 新たに分かったことを記入させる。 
○エキスパート活動やジグソー活動、クロストークに

 おいて、理解させるべき内容が不十分だった部分に

 対して、教師から補足説明を入れる。 

〈生徒が理解すべき内容〉 
・がんと関わっていく上で、大切なことは『早 
 期発見・早期治療』『がん検診』である。 
・がん治療の三つの柱は、手術治療、放射線治療、

 薬物治療（抗がん剤）がある。 
・がんの種類と進行度に応じて、三つの治療法を

 単独や組み合わせて行う標準治療が定められ 
 ており、医師と相談しながら主体的に選択する

 ことが重要である。 
・治療後も個人の人生は続いていくことから、『身

 近な病気』で、患者に対して理解が必要である。

・がん患者との関わり方や必要なケアを考えてい

 く必要がある。 

〈努力を要すると判断できる状況（C)の生徒への指導の

手立て〉（支援） 
△話し合いがうまく進んだグループを全体に広め、なか

なか発表できない生徒や話し合いが進まないグループ

に良い例を示す。 
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ま 
と 
め 

１０ 
分 

６ 本時の学習内容を振り返りながら個 
 人ワークシートに本時のまとめと感想 
 を記入する。 
【学習後の自分を知る】 
  
７ 感想を発表する。 
 
 
８ 教師の話を聞く。 

○これまでに使ったワークシートを見直させ、まとめ

 を書くための材料にさせる。 
○導入で記入した内容と、最後のまとめの内容を比較

させ、本時の伸び（学んだこと）を実感させる。 
◆がんの予防対策は、個人的及び社会的な対策を行う

必要があることについて理解したことを発言した

り、記述したりすることができるようにする。 
                 【知識・理解】

○本時のまとめを行い、がんの種類や病状だけでなく

今後の生活や生き方を踏まえて、自分らしく生きられ

るようにするために、適切な思考・判断を行い、がん

治療を選択することが大切であることを説明する。 
 

９ 資料
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資料Ｃ 『がんと診断されたら・・・』(生活編) 

 

１．がんに罹ったら・・・ 

ショックを受ける 

≪皆が抱える悩み≫ 

・非常に強い不安感 

・眠れない 

・食べられなくて辛い など  

 

不安や落ち込みを少しでも和らげるために・・・ 

・時間の経過と共に心を整理する 

・無理に病気と向き合わない(好きなことをする) 

≪相談して気持ちが楽になった相手≫ 

 ①家族 ②友人・知人 ③担当医 

◎情報の集め方 

  ①病院や地域の図書館 ・・・医療情報コーナーを利用する  ②がん相談支援センター 

 

２．自分らしい向き合い方 治療編 

≪紹介≫ 

小林 麻央さんは現在、乳がんで闘病生活を送っています。自

身の体験、治療について、また日常生活等をつづったオフィシャ

ルブログ「ＫＯＫＯＲＯ．」は、社会に大きな反響を与えるとと

もに、『生活の質(毎日の生活の中で大切なこと)』について考え

させられる、心が温かくなる内容となっています。 

ブログ① 

ご報告   2016-10-01 

 

病院の先生方の勇断により、 

先日、手術を受けることができました。

術後徐々に回復してきたため、 

ご報告させて頂きます。 

 

私の場合、根治手術ではなく、 

局所コントロール、 

ＱＯＬのための手術です。 

        ・・・略・・・ 

痛みもあるので、 

これからが戦いです。 

 

なので、 

心からの喜びとまではいきません。 

が、 

先生方が大きな手術にチャレンジして 

下さったことは、大いに大いに喜んで、 

心からの感謝をしています。 

 

まわりの皆は、 

ここまでこられたことが 

奇跡だと言ってくれますが、 

奇跡をここでは使いたくないです。 

 

奇跡はまだ先にあると 

信じています。 

 

局所コントロール手術とは…？ 

身体の一部のがん細胞や目に見えるしこり

(がん)とその付近に転移したリンパ節を取り

除く手術。根治手術ではなく、取り除くこと

ができる一部を手術で取り除いた状態。 

※根治手術 

身体の全てのがんを取り除く手術 

 

ＱＯＬ(生活の質) 

人生において多くの社会的役割を実行でき

る能力だけではなく、自分の生活への満足

感や幸福感も含まれる。 

ブログ② 運動会！ 2016-10-10 

 

 

幼稚園の運動会、 

行ってまいりました！！ 

ありがとうございます。 

 

思えば、 

闘病してから、 

初めて、決めた目標でした。 

 

 

嬉しくて、 

力を使い果たし、 

今はクタクタですが、 

この幸せなクタクタ！ 

久しぶりに感じて、 

噛み締めています。 

 

娘も息子も、 

思いっきり楽しんで参加していて、 

本当に嬉しかったです。 

 

 

これまで、 

先生やママ友たちが 

ずっと子供たちを見守ってくれていて、

支えてくれました。 

感謝でいっぱいです。 

 

年長組の旗体操は 

今年も感動でした。 

 

来年は娘の番だ！ 

 

課題 小林さんのブログから、どんな生き方が、ＱＯＬ(生活の質)が高いといえるのか、考えよう。 

参考文献 国立がん研究センター『がんになったら手に取るガイド』、ブログ『ＫＯＫＯＲＯ．』他 

皆が抱える悩み

なんだな・・・ 
 


